
平成３０年 第３回定例会補正予算可決
地域の皆さま、ご支援を頂き青森市議会議員として２期目の活動をしてまいりま

したが、今秋末２期目の任期満了を迎えようとしています。

任期を迎えるに当たり、これまでの２期目の青森市議会定例会での一般質問、

予算・決算委員会の質問をまとめ、主な内容を記載しています。ご覧頂き、ご意見

を賜れれば幸いです。これまで２期目の４年間すべての定例会で一般質問をし、可

能な限り生活に密着した質問を主に取り上げ、市政全般・地域問題等、多種多様

な課題に取り組んできました。

全国的に台風、地震など自然災害による被害が発生していますが、青森市は幸い大きな被害がありま

せんでした。しかし、雪により毎年死亡事故が起きていることを鑑みれば、青森市として防災の最大の課

題は冬期間の雪対策だと思います。

毎年雪に関して多くの方にご意見を頂き、青森市に住んでいて、全ての事業より優先して恒常的な雪

対策をすべきだと思っています。これまで、常に夢を追い続け、設置可能な場所からの設置を求めてきま

したが、すでに先んじて流雪溝が設置され、平成１４年度第１回定例会で設置可能区域としている篠田

地区の調査が始まりました。今後の恒常的な雪対策が可能な一部地域での実施に向けた足掛かりが出

来ました。今後、流水を確保できる区域での流雪溝の設置に向け関係町会とも連携してまいります。

今後とも地域の皆さまに気軽に声をかけられるよう、愛されるよう、活動してまいりますので、引き

続きご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 青森市議会議員　　藤田　まこと　

　補正前予算額 

　　９月補正（黒星病対策を含む） 

　主な補正予算
● まちづくり寄附制度推進事業

　

　寄付金の増額分を積み足し

● 青森市次世代健康・スポーツ振興基金積立金

　寄付金の増額分を積み足し

● 誘致企業等立地支援事業 

　誘致企業に対する青森市商工業振興条例に基づく助成

● 雇用促進助成金

 【助成要件】工場等の新設等に伴い新たに 11 人以上

の被雇用者を3 月以上継続して雇用

株式会社  NTT データ・スマートソーシ

ング 

 【助成要件】特定事業所の新設等に伴い貸しオフィス

等を賃借し、従業員等を 20人以上雇用

株式会社フューチャー・コミュニケーシ

ョンズ 

タイム・コマース株式会社 

株式会社エントリー 

：前回３９名から３５名に削減し、議員報酬についても削減した経過や、これまで議員定数削

減について内部協議を重ねてきた経過もあります。

提案者の削減理由が明確でなく、多くの市民からの意見を議会に反映させるためには、議員

定数ではなく議会費の見直しを行うべきと考えるからです。

議員定数削減の条例案  否決

 （千円）
一般会計補正予算一般会計補正予算

理由

 122,756,007

 344,544

計 123,100,551

 38,987（74,003⇒112,990）

13,563

  

 32,569（26,907⇒59,476）
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● 小柳小学校改築等移転事務     校舎改築に伴う備品

　等の購入や移設に要する経費

● 償還金関連     平成２９年度事業費精算に係る国・

　県支出金の返還に要する経費

● 歳入　地方特例交付金・地方交付税の交付額確定

● 繰越金 

　平成２９年度一般会計決算剰余金のうち、基金積立

　金を控除した額

● 国庫支出金

　東北観光復興対策交付金

　基礎年金事務費委託金 など歳出連動

● 寄附金　青森市ふるさと応援寄附制度

● 繰入金　青森市地域振興基金繰入金 

　　　　　財産区繰入金 

● 諸収入　国庫負担金追加交付関連

               ネーミングライツ料 

 （青森市民ホール分 7,560、青森市民体育館分 2,500） 

　など

● 追加補正予算

   ○ りんご黒星病のまん延を防止するために要する経費  

　　　放任りんご園の伐採処理（7 園、約 5.3ha）・被

　　　害果等焼却処分支援事業

特別会計（繰越金に対応した財源調整を中心に、必要

                な経費を措置）

一 般

質 問

一 般

質 問

ダ
ム
の
緊
急
放
流
に
つ
い
て

　
　
　
　

記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
愛
媛
県
の
ダ
ム
か
ら
緊
急
放

流
が
行
わ
れ
、
下
流
の
地
域
が
水
没
し
死
亡
事
故
が
お
き
て
る

事
か
ら
、
市
内
の
ダ
ム
で
の
対
応
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
　
　
　

青
森
市
内
に
は
、
浅
虫
ダ
ム
、
下
湯
ダ
ム
、
浪
岡
ダ

ム
、
本
郷
ダ
ム
の
４
つ
の
ダ
ム
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
緊
急
放
流

を
行
う
構
造
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
ダ
ム
ヘ
の
流
入
量
が
最
大
貯
水

量
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
貯
水
池
か
ら
越
流
し
た
分
が
放
流

さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
河
川
の
氾
濫
に
備
え
、
ダ
ム
管
理
者
で
あ
る
青

森
県
の
担
当
部
局
と
の
間
に
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
確
立
し

て
お
り
、
大
雨
に
よ
る
ダ
ム
の
貯
水
位
の
増
加
な
ど
の
情
報
に
つ

い
て
、
各
ダ
ム
の
管
理
者
か
ら
速
や
か
に
本
市
へ
連
絡
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
確
実
に
情
報
の
伝
達
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ダ
ム
管
理

者
と
、
本
市
も
含
め
た
関
係
機
関
と
の
間
で
毎
年
情
報
伝
達

訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

浸
水
想
定
区
域
内
の
住
民
に
対
す
る
避
難
勧
告
等
に
つ
い
て

は
、
ダ
ム
の
管
理
者
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
ダ
ム
の
貯
水
量
等
の

情
報
や
、
河
川
の
水
位
状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
発

令
す
る
こ
と
と
な
る
。

避
難
勧
告
等
の
情
報
の
伝
達
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
メ
ー
ル
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
広
報
媒
体
を
活
用
す
る

ほ
か
、
広
報
車
に
よ
る
避
難
対
象
地
域
の
周
回
や
、
消
防
団
及

び
自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
住
民
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
、
直
接

的
な
手
段
も
用
い
て
、
す
べ
て
の
避
難
対
象
地
域
住
民
へ
情
報

伝
達
と
避
難
誘
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
洪
水
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
青
森
市
総
合
防
災
訓

練
で
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
年
度
も
１０
月
１３
日
に
、
青
森
地
区
の

相
馬
町
町
会
や
莨
町
町
会
な
ど
、
堤
川
下
流
の
１７
町
会
及
び
、

浪
岡
地
区
の
平
川
町
内
会
や
赤
川
町
内
会
な
ど
、
浪
岡
川
上

流
の
４
町
内
会
で
洪
水
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
気
象
情
報
や
ダ
ム
の
水
位
情
報
等
の
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ダ
ム
管
理
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
多
様
な

手
段
を
用
い
た
情
報
伝
達
に
よ
り
、
速
や
か
な
避
難
行
動
を
促

し
て
ま
い
り
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
国
各
地
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作

ら
れ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
進

ん
で
い
る
事
か
ら
、
早
急
に
作
る
べ
き
と
思
い
、
市
の
考
え
を
聞
い

た　
　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
検
挙
に
有
効

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街
、
金
融
機
関
、
駐
車
場
等
で
の
設
置

が
進
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
姿
が
撮
影
さ
れ
、
目
的

外
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
通
じ
た
画
像
デ
ー
タ
の
漏
洩
等
に
つ

い
て
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

宮
城
県
等
に
お
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
と
の
調
和
を
図
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
、｢

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

を
策
定
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
、
撮
影

範
囲
、
設
置
の
表
示
、
画
像
の
適
正
管
理
等
、
設
置
者
等
が
配

慮
す
べ
き
事
項
等
を
定
め
て
い
る
。

青
森
県
に
お
い
て
は
、
現
在
、
外
部
有
識
者
等
を
活
用
し
た

検
討
会
議
を
設
置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
画
像
デ
ー
タ
の

漏
洩
防
止
等
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
者
が
設
置
及
び
運
用
に
当

た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

中
と
伺
っ
て
い
る
。

15,186（1,491⇒166,771）

325,173

24,426

 1,007,270

 

△9,347

  △16,601

 5,444  など歳出連動

21,602

△1,281,154

 5,729   など

252,641

 10,060

2.846

　　

要
旨

答
弁

要
旨

答
弁



市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　
　
　

市
民
の
た
め
に
働
く
職
員
の
資
質
の
向
上
は
、
青
森

市
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
市
職
員
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
　
　
　

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
ま

ず
、
最
も
直
接
的
な
手
段
で
あ
る
職
員
研
修
を
、
各
職
場
の
管

理

・
監
督
職
員
が
日
頃
の
業
務
の
中
で
部
下
職
員
一
人
一
人

に
対
し
て
、
実
践
的
な
指
導
、
教
育
を
行
う
職
場
研
修
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
、
日
常
業
務
を
離
れ
て
職
務
に
必
要
な
知
識
、

技
術
を
学
ぶ
職
場
外
研
修
と
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
「
職
員
提
案
制
度
」
や

「
庁
内
公
募
制
度
」
を
実
施

し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
職
員
の
政

策
形
成
能
力
の
向
上
や
業
務
改
善
に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に

取
り
組
む
組
織
風
土
の
醸
成
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
複
雑

・
多
様
化
す
る
行
政
課
題
や
市

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
市

職
員
の
さ
ら
な
る
能
力
伸
長
、
資
質
向
上
を
図
る
必
要
性
が

一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
新
た
な
取

組
と
し
て
、

①
業
務
の
特
殊
性
や
専
門
性
、
経
験
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
職

種
や
部
署
に
対
応
し
た
研
修
の
実
施

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
専
門
的
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
着
実
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
長
期
的
な
人
事
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

③
採
用
か
ら
一
定
期
間
、
市
民
と
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
部
署
を
経
験
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
、
必
ず
特

定
の
部
局
や
い
わ
ゆ
る
出
先
機
関
、
施
設
を
経
験
さ
せ
る
な

ど
、
多
様
な
職
務
経
験
を
通
じ
て
幅
広
い
視
野
や
専
門
的
な

知
識

・
技
術
を
習
得
し
、
昇
任
す
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
、
本
市
の
人
材
育
成

の
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
み
、
組
織
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
職
員
の
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
。

市
営
バ
ス
の
乗
務
員
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
国
的
に
バ
ス
の
運
転
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
市
民
の
足
の
バ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
運
転
手
の
採
用
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
聞
い
た
。

　
　
　
　

バ
ス
事
業
の
経
営
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
減
少

な
ど
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
長
期
的
に
は
、
利
用
者

の
減
少
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幸
い
、
平
成
２９
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
、

運
賃
収
入
の
増
に
加
え
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
福
祉
施
策
に
係

る
負
担
金
や
不
採
算
路
線
維
持
の
た
め
の
繰
入
金
な
ど
に
支

え
ら
れ
、
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
２０
億
円
を
超
え
る
多
額
の
累
積
欠
損
金
を
抱
え
、
厳
し
い

経
営
状
況
に
は
変
わ
り
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
乗
務
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
退
職
金
を
含
め
た

将
来
的
な
人
件
費
負
担
な
ど
の
経
営
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
本
年
２
月
に
策
定
し
た
「
青
森
市
交
通
事
業
経
営
改
善

計
画
」
に
お
い
て
も
、
当
面
は
正
職
員
の
退
職
者
不
補
充
を
継

続
す
る
一
方
で
、
嘱
託
運
転
士
の
採
用
や
民
間
事
業
者
へ
の
運

行
委
託
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
正
職
員

の
乗
務
員
の
採
用
を
す
る
べ
き
状
況
に
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
質

問
も
あ
っ
た
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
な
基
本
計
画
と
な

る｢

経
営
戦
略｣

を
平
成
３２
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
持
続
可
能
な
バ
ス
交
通
の
あ
り
方
や
、
交
通

部
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
体
系
、
人
員
配
置
の
あ
り
方
な
ど
の

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　
　
　

予
算
が
無
い
か
ら
、
子
ど
も
に
と
っ
て
危
険
個
所
を

放
置
す
こ
と
の
無
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
。
学
校
施
設
の
安
全

管
理
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
聞
い
た
。

　
　
　
　

本
市
の
小

・
中
学
校
施
設
は
、
校
舎
の
築
年
数
が
３０

年
以
上
経
過
し
て
い
る
学
校
が
６
割
を
超
え
て
お
り
、
一
斉
に

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。安

全

・
安
心
な
学
校
施
設
の
維
持

・
管
理
の
た
め
に
は
、
老

朽
化
を
要
因
と
す
る
劣
化

・
不
具
合
に
つ
い
て
、
適
切
に
原
状

復
旧
を
図
る
維
持
修
繕
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
施
設
に
お
け
る
老
朽
化
を
要
因
と
す
る
劣
化

・
不
具

合
の
把
握
の
た
め
に
、
毎
年
３
月
に
各
小

・
中
学
校
か
ら
営
繕

要
望
を
提
出
さ
せ
て
お
り
、
学
校
訪
問
を
行
う
な
ど
し
て
、
要

望
箇
所
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
各
種
法
定
点
検
の
結
果
等
か
ら
劣
化

・
不
具
合

箇
所
を
把
握
し
て
い
る
。

学
校
施
設
の
維
持
修
繕
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
予
算
で
効
果

的
に
営
繕
要
望
等
に
対
応
す
る
た
め
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
優
先
度
の
高
い
順
に
、

①
各
種
法
定
点
検
で
指
摘
を
受
け
た
も
の
や
、
児
童
生
徒
の
人

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
影
響
が
予
測
さ
れ
る
も
の

②
児
童
生
徒
等
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も

の
や
、
学
校
教
育
活
動
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
も
の

③
法
令
等
の
制
限
は
な
い
も
の
の
、
施
設
の
使
用
が
制
限
さ
れ

る
も
の
を
条
件
と
し
て
設
定
し
、
優
先
度
の
高
い
分
類
に
該

当
す
る
箇
所
か
ら
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
施
設
の
劣
化

・
不
具
合
等
の

状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
３
つ
の
条
件
を
踏
ま
え
、
維
持
修
繕

の
優
先
度
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
今
後
も
安
全

・
安
心
な
学

校
施
設
の
維
持

・
管
理
に
努
め
て
い
く
。

要
旨

答
弁

要
旨

答
弁

要
旨

答
弁



平
成
２６
年
第
４
回
定
例
会
～
平
成
２７
年
第
３
回
定
例
会

・
市
職
員
の
定
員
管
理
計
画
の
５
年
間
の
推
移
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
業
務
に
対
す
る
国
の
監
査
に
つ
い
て

・
青
森
市
バ
ス
交
通
戦
略
の
乗
り
継
ぎ
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
道
路
側
溝
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
世
帯
数
に
つ
い
て　

・
保
育
所
の
入
所
条
件
に
つ
い
て

・
石
江
地
区
一
般
保
留
地
処
分
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
に
つ
い
て

・
地
方
創
生
先
行
型
実
施
事
業
に
つ
い
て

・
元
気
都
市
あ
お
も
り
応
援
寄
附
制
度
の
概
要
と
特
産
品
等
の
進
呈
に
つ
い
て

・
合
併
後
１０
年
経
過
後
の
優
遇
交
付
税
制
度
の
減
額
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
目
を
迎
え
災
害
対
策
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

・
副
市
長
の
２
名
体
制
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
に
つ
い
て

・
行
財
政
改
革
の
財
政
効
果
の
検
証
に
つ
い
て

・
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
つ
い
て　

・
青
森
駅
周
辺
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
ね
ぶ
た
の
囃
子
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
の
経
営
再
建
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
に
つ
い
て

・
公
共
サ
イ
ン
に
つ
い
て　

・
水
難
事
故
対
策
に
つ
い
て

・
青
森
駅
周
辺
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
家
庭
の
訪
問
調
査
に
つ
い
て

・
情
報
コ
ー
ナ
ー
運
営
管
理
事
業
及
び
ま
ち
な
か
保
健
室
に
つ
い
て

・
ノ
ー
残
業
デ
イ
の
制
定
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
？

・
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

平
成
２８
年
第
４
回
定
例
会
～
平
成
２９
年
第
３
回
定
例
会

・
避
難
所
の
備
蓄
さ
れ
て
い
る
食
糧
に
つ
い
て

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設
以
外
の
収
容
避
難
所
へ
の
食
糧
備
蓄
に
つ
い
て

・
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て

・
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

・
保
育
所
等
に
お
け
る
業
務
効
率
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
施
設
等
の
防
犯
対
策
強
化
事
業
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
関
連
及
び
一
般
職
の
給
与
削
減
に
つ
い
て

・
一
般
職
の
給
与
を
管
理
職
１０
％
、
非
管
理
職
５
％
を
削
減
す
る
理
由
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
内
の
職
員
の
福
利
厚
生
活
動
の
拠
点
施
設
に
つ
い
て

・
支
所
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

・
公
共
サ
イ
ン
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
及
び
青
森
市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
地
域
福
祉
計
画
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
給
与
削
減
に
つ
い
て

・
河
川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

・
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

・
東
通
原
子
力
発
電
所
事
故
災
害
時
の
む
つ
市
等
の
住
民
を
受
け
入
れ
に
つ
い
て

・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
職
員
へ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て

平
成
２７
年
第
４
回
定
例
会
～
平
成
２８
年
第
３
回
定
例
会

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

・
定
員
管
理
に
つ
い
て

・
道
路
行
政
に
つ
い
て  

・
雪
対
策
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
に
つ
い
て

・
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
つ
い
て

・
合
併
前
全
額
保
障
期
間
終
了
後
の
影
響
額
に
つ
い
て

・
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
の
権
利
関
係
に
つ
い
て

・
青
森
と
首
都
圏
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
拠
点
構
築
事
業

・
青
森
市
森
林
博
物
館
に
津
軽
森
林
鉄
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
の
整
備
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
の
院
内
保
育
に
つ
い
て

・
避
難
所
の
現
状
に
つ
い
て

・
公
用
車
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
選
定
療
養
費
に
つ
い
て
（
非
紹
介
患
者
初
診
料
及
び
最
新
加
算
料
）

・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
断
熱
材
の
封
じ
込
め
工
事
に
つ
い
て

・
新
庁
舎
に
つ
い
て

・
市
長
の
進
退
発
言
に
つ
い
て

・
市
営
バ
ス
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

平
成
２９
年
第
４
回
定
例
会
～
平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会

・
青
森
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

・
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

・
小

・
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

・
駅
前
新
庁
舎
の
空
調
環
境
、
移
転
費
用
の
詳
細
、
香
り
（
匂
い
）
対
策
に
つ
い
て

・
駅
前
庁
舎
の
案
内
表
示
設
置
に
つ
い
て

・
立
体
駐
車
場
か
ら
の
案
内
表
示
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ガ
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

・
冬
の
駅
前
庁
舎
内
の
滑
り
対
策

・
ア
ウ
ガ
の
臭
気
対
策
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
計
画
的
な
道
路
整
備
（
舗
装

・
側
溝
）
に
つ
い
て

・
災
害
時
の
青
森
市
民
病
院
の
役
割
と
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

平成26年第4回定例会～平成30年第2回定例会まで一般質問した項目

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党控室　藤田 まこと
TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902
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